
し
て
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
月
に
二
回
、
神
戸
真
珠
親

睦
会
で
会
合
を
開
催
。

そ
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
真
珠
の
街
・
神
戸
」
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
選
定
し
た
。
二

十
八
点
の
応
募
の
な
か
か
ら
選

ば
れ
た
マ
ー
ク
は
、
海
の
波
の

形
と
真
珠
を
あ
し
ら
っ
た
円
形

で
、
下
部
に
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
と
文
字
が

入
っ
た
シ
ン
プ
ル
で
、
暖
か
な

デ
ザ
イ
ン
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
は
、
真
珠
業
界
各
社
の
入

口
に
掲
示
し
た
り
、
シ
ー
ル
や

ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
っ
て
広
く
目

に
触
れ
る
よ
う
に
さ
れ
る
。

ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で

は
、
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
コ
ウ
ベ
の

Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
計
画
も
あ
り
、
現
在
準
備
を

進
め
て
い
る
。

神
戸
真
珠
親
睦
会
／
神
戸
市
中
央
区
山

本
通
２
丁
目
レ
ジ
デ
ン
ス
明
信
３
Ｆ

雷
２
４
２
１
０
５
９
３

谷口由紀子（2 3 ）
＜森本倉庫御影営業所勤務＞

小学生の頃、背が低かったので今でも長身の
スマートな男性に憧がれる。初恋の男性に同窓
会で会ったら自分より低かったのでガッカリし
たと屈託なく笑顔を見せる。目下熱をあげてい
るのは俳優の三田村邦彦。００７やスターウォー
ズが好き。たまに踊りに行ったりもする活発な
お捜さん。会社では出庫関係の手配券相当。

受
賞
し
た
の
は
、
最
優
秀
賞

の
「
沖
縄
民
話
の
会
」
と
、
優

秀
賞
の
「
秋
田
伝
承
遊
び
研
究

会
」
「
市
川
交
響
楽
団
」
「
劇
団

『
炎
』
」
「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
歌
舞

伎
」
の
五
団
体
で
、
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
歌
舞
伎
は
「
日
本
演
劇
、

☆
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞

優
秀
賞
に
仮
名
手
庵
歌
舞
伎

側
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団

八
佐
治
敬
三
理
堺
長
Ｖ
の
事
業
活
動

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
の
文

化
向
上
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た

個
人
や
団
体
を
顕
彰
す
る
サ
ン

ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
の
今
年
度

受
賞
者
が
決
定
し
、
去
る
十
月

二
十
七
日
、
大
阪
の
ク
ラ
ブ
関

西
で
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
た
。

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

右はカナディアン歌舞伎の海野さん

日
本
文
学
研
究
の
外
国
人
パ
イ

オ
ニ
ア
的
役
割
を
果
す
だ
け
で

な
く
、
日
本
人
自
身
へ
日
本
の

古
典
芸
能
の
目
覚
め
を
促
す
も

サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
は
、

昭
和
五
十
四
年
二
月
に
設
立
さ

れ
、
同
賞
や
学
芸
賞
の
設
定
の

ほ
か
、
調
査
研
究
に
対
す
る
助

成
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

☆
真
珠
の
街
神
戸
を
Ｐ
Ｒ

全
国
の
八
十
評
を
取
り
扱
う

真
珠
の
メ
ッ
カ
神
戸
。
そ
の
真

珠
業
界
の
若
手
が
集
ま
っ
て
、

「
真
珠
の
街
、
神
戸
を
考
え
る
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
こ
の
夏

に
先
足
し
た
。
同
会
議
は
、
真

珠
の
本
場
と
し
て
の
良
さ
を
消

費
者
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

神
戸
発
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
真

鱒
溌

☆
ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー
が

生
田
筋
に
新
店
オ
ー
プ
ン

㈱
ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー

（
本
社
・
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
辿
階
、
長
浬

堅
次
社
長
）
が
、
セ
ン
タ
ー
店
、
さ

ん
ち
か
店
の
二
店
に
続
い
て
、

生
田
筋
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
東
に
新

店
を
十
一
月
二
十
七
日
オ
ー
プ

ン
し
た
。
７
階
建
の
青
い
ピ
ル

で
５
階
ま
で
を
売
場
ス
ペ
ー
ス

に
使
用
（
１
階
一
般
文
具
・
ギ
フ
ト
、

２
階
事
務
用
品
、
３
階
製
図
．
デ
ザ
イ
ン
、

４
階
紙
・
画
材
・
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
、
５
階

特
別
伽
し
も
の
）
。

雨

新
店
で
は
、
目
下
オ
ー
プ
ン

記
念
催
し
と
し
て
〃
色
鉛
筆
ス

ケ
ッ
チ
画
展
〃
〃
ド
ラ
え
も
ん
の

大
壁
画
ク
イ
ズ
〃
な
ど
様
々
な

企
画
を
取
り
そ
ろ
え
て
お
り
、

新
し
い
も
の
好
き
の
神
戸
っ
子

で
店
内
は
大
賑
い
で
あ
る
。

宮
３
２
１
１
４
５
０
０

長深堅次社長

fij鎌

☆ＫＯＢＥオフィスレディ☆
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鍵
《
鱗

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
情
報

佐野幹雄緯料理長
鰯j騒員蕊欝

☆
天
皇
陛
下
、
五
月
に
ご
来
神

博
覧
会
を
ご
見
学

天
皇
陛
下
が
、
来
年
の
五
月
に
奈
良

県
で
行
な
わ
れ
る
全
国
植
樹
祭
に
ご
出

席
さ
れ
る
の
を
機
会
に
、
博
覧
会
に
も

お
立
ち
寄
り
に
な
ら
れ
る
こ
と
が
、
ほ

ぼ
内
定
し
た
。
生
物
学
者
と
し
て
も
知

ら
れ
る
陛
下
、
「
新
し
い
〃
海
の
文
化

都
市
″
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
博

覧
会
に
強
い
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
皇
太
子
ご

夫
妻
も
開
幕
当
初
に
訪
れ
ら
れ
る
こ
と

が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
マ
ル
グ
レ
ー
テ

女
王
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ベ
ァ
ト
リ
ッ
ク
ス

女
王
、
モ
ナ
コ
公
国
の
国
王
レ
ー
ー
ー
エ

三
世
と
グ
レ
ー
ス
王
妃
な
ど
、
外
国
の

元
首
ク
ラ
ス
が
相
次
い
で
ご
来
場
に
な

る
公
算
が
強
ま
っ
て
い
る
。

☆
テ
ー
マ
館
の
展
示
計
画
ま
と
ま
る

芸
術
作
品
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
展
開

博
覧
会
協
会
が
出
展
す
る
テ
ー
マ
館

は
、
展
示
と
映
像
と
で
構
成
さ
れ
る
が

そ
の
展
示
部
門
を
担
当
す
る
十
二
人
の

作
家
が
決
ま
り
、
そ
の
展
示
計
画
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

十
二
人
の
作
家
と
は
、
山
口
勝
弘
、

今
井
祝
雄
、
加
藤
啓
、
木
村
光
佑
、
中

井
恒
夫
、
今
井
誠
志
、
西
村
公
朝
、
榎

’
5２
１

ポ
ー
ト
ピ
ア
刊
ま
で
あ
と
布
日

（
１
月
４
日
現
在
）

☆
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

Ｊ
Ａ
Ｌ
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
に
加
盟

来
年
三
月
九
日
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
は
、
去
る

十
月
二
十
日
、
日
本
航
空
開
発
の
Ｊ
Ａ

Ｌ
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
に
加
盟
す
る
契
約

を
結
ん
だ
。
日
航
が
飛
行
機
の
座
席
予

約
に
伴
っ
て
宿
泊
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も

提
供
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
行
っ
て
い

る
シ
ス
テ
ム
で
、
国
内
に
十
九
、
海
外

に
十
八
カ
国
、
四
十
六
ホ
テ
ル
が
加
盟

こ
れ
に
よ
っ
て
同
ホ
テ
ル
の
予
約
が
、

世
界
四
十
二
カ
国
、
百
五
十
都
市
の
日

航
で
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

iifﾄｧ'8１

る
で
未
来
美
術
館
を
思
わ
せ
る
芸
術
作

品
の
シ
ン
フ
オ
ー
ー
ー
と
な
る
。

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
（
昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十
日
’
九
月
十
五
日
開
催
）

天
皇
陛
下
は
五
日
麺
に
ご
来
場

ま
た
、
同
ホ
テ
ル
の
グ
ラ
ン
ド
・
シ

ェ
フ
に
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
大

阪
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
の
料
理
長
を
経
験

し
て
き
た
佐
野
幹
雄
さ
ん
が
就
任
。
同

ホ
テ
ル
に
は
千
二
百
人
収
容
の
大
宴
会

場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
十
カ
所
が
あ
り
、
そ

の
調
理
部
門
の
約
百
四
十
人
の
陣
容
を

指
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

忠
、
斉
藤
智
、
福
野
輝
郎
、
伊
藤
利
彦
、

堀
内
紀
子
で
、
い
ず
れ
も
現
代
芸
術
の

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
若
手
た
ち
。
こ

の
十
二
人
に
よ
っ
て
展
示
部
門
は
「
海

を
な
か
だ
ち
と
す
る
文
明
の
交
流
」
を

テ
ー
マ
に
、
歴
史
的
に
表
現
す
る
が
、

透
明
な
素
材
を
使
っ
た
立
体
版
画
、
先

端
的
な
表
現
に
よ
る
ピ
デ
オ
ァ
ー
ト
、

ブ
ラ
ウ
ン
管
を
と
う
も
ろ
こ
し
型
に
組

み
上
げ
た
オ
ブ
ジ
ェ
、
巨
大
な
万
華
鏡

ビ
デ
オ
に
よ
る
光
る
海
、
電
車
の
車
体

の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
Ｓ
Ｆ
的
な
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
神
戸
と
世
界
を
郵
便
で

結
ぶ
メ
ー
ル
ァ
ー
ト
な
ど
、
ポ
ー
ト
ピ

ア
Ⅷ
で
初
登
場
の
作
品
群
に
よ
っ
て
未

来
の
デ
ザ
イ
ン
と
芸
術
と
文
化
を
先
取

り
し
た
展
開
を
す
る
。
こ
の
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
表
現
方
法
を
駆
使
し
た
、
ま ブラウン管を組み上げた「Ｋの塔_ Ｉとメールアート

垂

創

騨驚織
農；

鍵

蔦

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



五
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
２
０
０
１
年

の
愛
」
の
主
人
公
は
ポ
ー
ア
イ
っ
子

〃
愛
〃
。
こ
の
愛
ち
ゃ
ん
役
に
神
戸

女
学
院
大
学
在
学
中
の
武
田
真
澄
さ

ん
が
選
ば
れ
た
。
一
一
十
一
世
紀
に
成

人
の
日
を
迎
え
る
愛
ち
ゃ
ん
の
生
活

像
を
通
じ
て
未
来
を
見
つ
め
る
物
語

で
、
観
客
と
と
も
に
考
え
る
仕
組
み

の
映
像
。
現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
そ
の

ロ
ケ
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

☆
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
見
て
下
さ
い

巨
大
な
テ
レ
ビ
が
南
公
園
に
登
場

博
覧
会
会
場
の
南
公
園
に
、
世
界
最

大
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
「
オ
ー
ロ
ラ
ピ
ジ

ョ
と
が
登
場
す
る
。
縦
七
・
二
脚
、

横
十
・
八
崎
、
約
五
百
十
諺
と
い
う
巨

大
な
も
の
で
、
会
場
で
の
催
し
の
生
中

継
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
映
し
出
す
計
画
。

こ
の
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
赤
、

青
、
緑
の
光
の
三
原
色
の
光
源
管
三
万

八
千
四
百
本
を
組
み
合
わ
せ
て
映
像
に

す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
三
菱
電
機
㈱
が
無

償
貸
与
。
約
十
億
円
相
当
の
も
の
で
、

屋
外
の
太
陽
光
線
下
で
も
自
然
色
再
現

が
で
き
、
動
き
の
速
い
画
像
に
も
十
分

追
従
し
、
し
か
も
消
費
電
力
が
少
な
い

と
い
う
特
長
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し

あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
て
、
五
十
届
以
上
、

百
二
十
度
以
内
が
視
認
距
離
で
、
百
断

離
れ
て
見
た
画
質
と
一
一
十
諺
テ
レ
ビ
を

一
腕
離
れ
て
見
た
画
質
が
同
じ
ぐ
ら
い

に
な
る
ら
し
い
。

☆
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で

女
性
だ
け
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
を

反
映
し
て
女
性
の
マ
ラ
ソ
ン
・
ラ
ン
ナ

ー
が
増
え
、
女
性
を
対
象
に
し
た
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
各
地
で
開
か
れ
て
い
る

が
、
来
年
一
月
十
一
日
、
ポ
ー
ト
ピ
ァ

Ⅲ
記
念
と
銘
打
っ
て
「
神
戸
全
日
本
女

子
二
十
散
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
が
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

レ
ー
ス
は
二
十
キ
ロ
、
五
欲
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
、
三
談
の
五
ク
ラ
ス
で
、
参
加
資
格

は
、
一
一
十
談
、
五
キ
ロ
Ａ
は
日
本
陸
上
競

技
連
盟
の
登
録
者
で
、
前
者
は
満
四
十

歳
旅
満
、
後
者
は
十
五
歳
以
上
十
九
歳

以
下
。
五
談
Ｂ
、
Ｃ
、
三
獣
は
未
登
録

の
人
で
、
五
キ
ロ
Ｂ
は
十
五
歳
以
上
三
十

１
５３
１

☆
テ
ー
マ
館
ハ
イ
・
オ
ー
ビ
ス
劇
場

〃
愛
ち
ゃ
ん
″
役
に
武
田
真
澄
さ
ん

博
覧
会
協
会
が
出
展
す
る
パ
ビ
リ

オ
ン
「
テ
ー
マ
館
」
の
ハ
イ
・
オ
ー

ビ
ス
劇
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
二
十

★
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
メ
イ
ッ

加
盟
店
四
二
六
店
神
商
議
が
選
定

博
覧
会
会
期
中
に
神
戸
を
訪
れ
る
人

の
た
め
に
〃
親
切
な
応
待
と
快
適
な
サ

ー
ビ
ス
の
店
″
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
し
て
神
一
足
問
工
会
議
所
が
募
集
し
て

い
た
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
メ
イ
ッ
」
の
審

査
が
終
わ
り
、
四
二
六
店
が
認
定
さ
れ

た
。
四
一
一
六
店
の
内
訳
は
、
小
売
業
一
一

四
七
件
、
飲
食
店
一
四
三
件
、
旅
館
及

び
ホ
テ
ル
三
六
件
。
地
域
別
に
は
生
田

区
二
八
四
件
が
圧
倒
的
だ
が
、
分
布
は

全
市
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

神
戸
商
工
会
議
所
で
は
、
こ
の
加
盟

店
に
対
し
て
、
店
頭
に
掲
示
す
る
標
識

を
貸
与
す
る
ほ
か
、
加
盟
店
の
地
図
や

ポ
ス
タ
ー
を
制
作
。
ま
た
、
加
盟
店
従

業
員
の
た
め
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
や
観
光

知
識
な
ど
の
講
習
会
を
開
い
た
り
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
り
す
る
計
画
。

ＬＺｆ,癖←

‘‘愛ちゃん，，役
に決まった武田
真澄さん 世界最大のテレビ「オーロラビジョン」

九
歳
以
下
、
五
欲
Ｃ
は
四
十
歳
以
上
、

三
キ
ロ
は
十
二
歳
以
上
十
四
歳
以
下
の
小

中
学
生
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
レ
ー
ス
に
は
十
一
月
十
六
日
に

開
か
れ
た
「
東
京
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
で
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
選
手

二
十
人
を
招
待
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
博
覧
会
終
了
後
、
来
年

十
月
に
再
び
大
会
を
開
催
、
以
後
大
規

模
な
レ
ー
ス
と
し
て
毎
年
秋
に
開
催
す

る
計
画
。

今
回
の
レ
ー
ス
の
参
加
申
し
込
み
は

神
戸
市
灘
区
王
子
町
二
－
一
’
一
、
王

子
陸
上
競
技
場
内
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
記

念
神
戸
全
日
本
女
子
二
十
キ
ロ
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
」
事
務
局
ま
で
。
締
切
り
は

十
二
月
十
一
日
。
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薦蟻

’
８
月
に
六
甲
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
高
羽
を
落
成
さ
れ
、
そ
の
最

上
階
に
住
ま
わ
れ
な
が
ら
多
彩
な
活
躍
を
続
け
ら
れ
る
南
社
長
の

健
康
法
か
ら
お
訊
ね
し
た
い
の
で
す
が
。

南
私
は
マ
ン
シ
ョ
ン
を
作
る
と
自
分
で
住
み
、
ま
た
別
荘
と
し

て
一
室
を
確
保
し
ま
す
。
入
居
さ
れ
る
皆
さ
ん
方
は
事
業
主
が
居

る
の
だ
か
ら
と
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
。
夜
９
時
に
は

寝
て
、
朝
５
時
半
に
起
き
、
近
く
の
一
王
山
．
＋
善
寺
の
市
民
体

操
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
慶
応
の
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
は
脊
髄
カ

リ
エ
ス
で
、
医
者
か
ら
見
放
さ
れ
る
程
病
身
で
し
た
。
そ
の
時
付

き
添
っ
て
く
れ
た
看
護
婦
さ
ん
が
親
切
な
人
で
、
毎
日
松
葉
を
す

っ
て
飲
ま
せ
て
く
れ
た
の
が
効
い
た
の
か
２
カ
月
目
に
診
察
に
来

た
医
者
が
驚
く
ほ
ど
回
復
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
村
天
風
さ
ん

騨議歯
驚蕊鍵鍵

と
い
う
ヨ
ガ
の
哲
人
に
め
ぐ
り
合
い
ま
し
て
ね
。
「
一
週
間
私
の

所
へ
通
え
ば
必
ず
直
し
て
や
る
」
と
言
わ
れ
、
実
際
に
曲
が
っ
て

い
た
腰
が
ま
つ
す
ぐ
に
な
り
ま
し
た
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

心
ま
で
病
気
に
な
っ
て
い
た
私
を
立
ち
直
ら
せ
て
く
れ
た
恩
人
で

す
。
人
間
の
潜
在
力
、
精
神
力
の
大
切
さ
を
こ
の
時
の
体
験
か
ら

学
び
ま
し
た
。
事
業
の
上
で
も
目
標
を
は
っ
き
り
描
い
て
一
生
懸

命
そ
れ
に
向
っ
て
念
ず
る
こ
と
、
う
ま
く
い
か
な
い
時
に
も
夜
は

楽
し
い
こ
と
の
み
考
え
て
熟
睡
し
潜
在
意
識
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
な
ど
、
天
風
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

‐
１
１
南
ピ
ル
の
事
業
を
拝
見
し
て
い
ま
す
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
感

覚
が
豊
か
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
？

南
「
う
さ
ぎ
小
屋
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
し
か
に

ヨ
ー
垣
シ
バ
な
ど
の
住
宅
水
準
に
比
べ
る
と
日
本
は
ま
だ
ま
だ
へ

だ
た
り
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ワ
イ
あ
た
り
で
は
中
産
階
級
ク
ラ
ス
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
、
車
二
台
く
ら
い
は
止
め
ら
れ
、
家
庭
内
で

パ
ー
テ
ィ
が
で
き
る
く
ら
い
の
家
に
住
ん
で
い
ま
す
。
加
え
て
住

ん
で
い
る
人
同
士
が
お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
り
だ
し
て
気
持

ち
よ
く
暮
ら
す
こ
と
ｌ
住
ま
い
と
文
化
の
融
合
を
今
後
考
え
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
折
角
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
洗
た
く
物
の
満
艦
飾

と
い
う
の
で
な
く
、
窓
に
は
花
と
緑
が
い
つ
も
飾
ら
れ
る
よ
う
な

マ
ン
シ
ョ
ン
作
り
を
南
ビ
ル
は
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
住
宅
産
業
の

役
割
は
、
今
後
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

ｌ
不
動
産
以
外
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
エ
グ
厘
コ
ー
ヒ
ー
マ

シ
ン
な
ど
の
輸
入
、
海
外
で
の
事
業
と
幅
広
い
活
動
で
す
ね
。

南
共
通
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
分
野
で
も
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

睡悪

「私は朝起きると必ず鏡の中の自分に向かって‘‘お前は信
や

念が強くなる, ，と語りかけるんですよ」という南泰吉社長

１
５４
１

株
式
△
分
社
南
ビ
ル

夢
の
あ
る
住
ま
い
を
創
造
す
る

●
明
日
の
神
戸
を
創
る
企
業
群
像
面
Ｉ

グー、

４
、－〆
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リ
ー
さ
ん
と
い
う
海
洋
学
の
権
威
が
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。
彼

は
副
年
の
年
末
に
は
、
こ
の
ガ
ラ
テ
を
地
中
海
に
運
び
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
海
中
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
企
画
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ガ
ラ
テ
館
（
水

中
ハ
ウ
ス
）
と
し
て
参
加
し
、
ガ
ラ
テ
を
中
心
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
グ
レ
ー
ド
の
高
い
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ｌ
話
題
を
呼
ん
で
い
る
グ
レ
‐
ス
王
妃
の
ヨ
ッ
ト
は
？

南
グ
レ
ー
ス
さ
ん
は
私
た
ち
の
年
代
の
憧
れ
の
的
で
す
か
ら
、

ど
う
せ
購
入
す
る
の
な
ら
彼
女
の
ヨ
ッ
ト
を
と
、
冗
談
の
よ
う
に

言
っ
て
た
ら
昨
年
ｍ
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
友
人
か
ら
連
絡
が
入
り
、

半
信
半
疑
で
現
地
へ
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
モ
ナ
コ
の
水
上
警
察

の
前
に
つ
な
が
れ
て
い
る
船
の
中
で
、
モ
ナ
コ
王
国
の
官
房
長
官

リ
ナ
ル
デ
ー
氏
を
前
に
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
時
は
夢
の
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
今
年
の
１
月
に
は
モ
ナ
コ
王
国
へ
招
待
さ
れ
、

レ
ー
ニ
エ
公
。
グ
レ
ー
ス
王
妃
主
催
の
宮
中
晩
餐
会
で
饗
応
を
受

け
ま
し
た
。
日
本
人
で
は
あ
ま
り
例
が
な
く
名
誉
な
こ
と
と
思
っ

て
い
ま
す
。
パ
リ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
磯
村
尚
徳
さ
ん
に
、
「
海
に
関
す

る
こ
と
は
昔
か
ら
大
て
い
成
功
し
て
い
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
私
も
海
は
大
好
き
で
、
海
に
関
係
深
い
事
業
が
多
い
で
す
ね
。

現
在
モ
ナ
コ
に
あ
る
グ
レ
ー
ス
さ
ん
の
ヨ
ッ
ト
は
、
ポ
ー
ト
ピ
ァ

刊
開
催
ま
で
に
は
神
戸
へ
運
ん
で
く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ｌ
最
後
に
、
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

南
中
村
天
風
先
生
に
か
っ
て
「
お
前
が
世
の
た
め
に
な
っ
て
い

る
以
上
、
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
世

の
中
全
体
に
貢
献
す
る
事
業
で
あ
ら
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
進
め
て
い
る
「
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
運
動
」
も
そ
の
一
つ
で
、
ま

ず
自
分
の
家
の
窓
辺
か
ら
始
め
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
明
石
の
シ
ー
サ
イ
ド
パ
レ
ス
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
方
々
に
も
喜
ば
れ
る
プ
ー
ル
付
き
の
、
レ
ジ
ャ
ー
的
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
志
向
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
八
文
責
／
編
集
部
Ｖ

ル
な
感
覚
に
た
っ
て
一
流
の
セ
ン
ス
あ
る
も
の
を
顧
客
に
提
供
す

る
と
い
う
姿
勢
で
す
。
エ
グ
ロ
コ
ー
ヒ
ー
の
輸
入
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
塩
屋
の
シ
ー
サ
イ
ド
パ
レ
ス
で
私
の
隣
に
住
ん
で
い
た

ス
イ
ス
人
の
オ
ッ
ト
ー
。
一
一
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
と
の
親
交
か
ら
で

す
。
彼
の
案
内
で
ス
イ
ス
を
見
学
旅
行
し
、
大
て
い
の
も
の
は
日

本
の
技
術
が
優
れ
て
い
る
と
半
ば
失
望
し
て
帰
国
す
る
前
日
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
近
い
エ
グ
ロ
社
の
工
場
へ
行
き
ま
し
た
。
ボ
タ
ン

一
つ
で
出
て
く
る
と
い
う
の
で
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
ま
ず
い
コ
ー

ヒ
ー
を
連
想
し
た
ら
大
違
い
で
、
一
口
飲
ん
で
本
格
的
な
味
に
驚

き
、
早
速
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
輸
入
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。
お
蔭
で
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ｌ
ポ
ー
ト
ピ
ア
剛
に
は
ど
ん
な
企
画
を
お
持
ち
で
す
か
．

南
細
か
い
点
は
ま
だ
検
討
中
で
す
が
、
「
海
に
住
む
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
８
畳
敷
く
ら
い
の
海
中
ハ
ウ
ス
〃
ガ
ラ
テ
〃
を
展
示
し
ま

す
。
仏
領
事
ブ
リ
ュ
ー
ネ
さ
ん
の
紹
介
で
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ー
ジ

口
株
式
会
社
南
ピ
ル

神
戸
市
中
央
区
浜
辺
通
五
丁
目
一
’
’
四
貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
Ⅳ
階
電
話
○
七
八

’
二
三
二
－
一
三
○
一

１
５５
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特
集
／
座
談
会

外
国
の
菓
子
が

似
合
う
街

花
柳
神
戸
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
、

洋
菓
子
、
ケ
ー
キ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
ね
。

柴
田
や
っ
ぱ
り
、
日
本
の
洋
菓
子
発

祥
の
地
で
す
か
ら
：
．
。

石
阪
神
戸
の
洋
菓
子
い
う
た
ら
、
ド

イ
ツ
菓
子
で
し
よ
。
フ
ラ
ン
ス
菓
子
に

ロ
シ
ア
菓
子
、
ス
イ
ス
菓
子
、
そ
れ
に

北
欧
菓
子
－
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
主
流
は
ド
イ
ツ
菓
子
と
フ
ラ
ン

ス
菓
子
、
そ
れ
と
ロ
シ
ア
菓
子
か
な
。

ケ
ニ
ア
菓
子
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
菓
子
な
ん

③
州
ｗ
・
曇
隈
の
み
や
●
》
け
も
の

花
柳
芳
恵
一
子
八
舞
踊
家
Ｖ
柴
田
な
を
八
フ
ー
ド
ス
タ
イ
リ
ス
ト
Ｖ

石
阪
春
生

五
感
で
感
じ
る
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を
贈
る

１
５６
１

八
画
家
Ｖ

て
聞
か
な
い
し
ね
え
（
笑
）
。
そ
れ
に
し

て
も
、
ど
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
菓
子
と
い

う
の
が
な
い
の
か
ね
。

柴
田
イ
ギ
リ
ス
は
お
茶
が
す
ご
く
発

達
し
て
い
る
か
ら
、
ク
ッ
キ
ー
な
ん
か

が
神
戸
に
根
づ
い
て
て
も
良
い
の
に
。

石
阪
そ
う
で
す
ね
。
旧
居
留
地
に
紅

茶
の
お
茶
倉
が
あ
っ
た
か
ら
ね
え
。
あ

れ
に
は
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
け
ど
。

新
井
神
戸
以
外
、
東
京
で
も
、
僕
の

生
ま
れ
た
新
潟
で
も
い
い
ん
だ
け
ど
、

全
国
に
あ
る
洋
菓
子
屋
さ
ん
は
日
本
人

が
つ
く
っ
た
の
ネ
・
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
。

で
も
、
神
戸
の
場
合
、
こ
こ
に
住
み
つ

い
た
外
人
さ
ん
の
始
め
た
店
が
多
い
の

よ
・
そ
こ
が
絶
対
に
違
う
ネ
。
よ
そ
の

街
と
は
。
僕
が
作
っ
た
歌
に
「
ド
レ
ミ

新
井
満
八
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
－
Ｖ

堂
の
フ
ァ
ー
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
ｌ

石
阪
菓
子
屋
さ
ん
の
歌
や
っ
た
ネ
。

新
井
そ
う
。
ド
レ
ミ
堂
と
い
う
お
菓

子
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
「
フ
ァ

ー
」
と
い
う
の
が
マ
シ
ュ
マ
ロ
み
た
い

な
フ
ワ
ー
ッ
と
し
た
、
と
て
も
お
い
し

い
お
菓
子
な
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際

は
、
ド
レ
ミ
堂
っ
て
い
う
お
菓
子
屋
も
、

フ
ァ
ー
っ
て
い
う
お
菓
子
も
存
在
し
な

い
ん
だ
け
ど
、
た
だ
、
異
人
館
通
り
の

あ
た
り
に
ド
レ
ミ
堂
と
い
う
小
さ
な
お

菓
子
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
２
時
か
ら
３

時
に
は
も
う
売
切
れ
て
し
ま
う
ｌ
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
て
、
僕
の
頭

に
こ
び
り
つ
い
て
、
歌
に
で
き
て
し
ま

う
よ
う
な
街
な
ん
だ
ね
。
神
戸
っ
て
街

は
。
そ
れ
で
ネ
、
手
紙
が
来
る
の
奥
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な
さ
い
」
（
笑
）
と
い
う
わ
け
。
た
だ
ネ
、

今
考
え
る
と
、
ア
ン
リ
．
シ
ヤ
ル
パ
ン

テ
イ
エ
、
ハ
イ
ジ
、
ド
ン
ク
、
Ｇ
線
、

ベ
ル
、
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
、
モ
ロ
ゾ

フ
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ

フ
、
コ
ロ
ン
バ
ン
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
、
ユ

ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
・
・
・
…
以
下
、

ず
ら
ず
ら
並
べ
る
と
、
結
局
、
ド
レ
ミ

堂
っ
て
い
う
の
は
全
部
の
総
合
な
ん
だ

ネ
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
。
〃
神
戸
の
大
変

お
い
し
い
お
菓
子
屋
さ
ん
″
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
。
こ
れ
は
、
他
の
土
地
じ
ゃ
決

し
て
成
り
立
た
な
い
く
ら
い
強
固
な
イ

メ
ー
ジ
ね
。
富
士
に
は
月
見
草
が
よ
く

似
合
う
が
ご
と
く
（
笑
）
神
戸
は
外
国

の
お
菓
子
が
大
変
よ
く
似
合
う
街
だ
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

諏雫弓…零Ａv 吟財旨趣竃蕊

ろ
は
代
々
粉
屋
で
し
ょ
う
。
で
ネ
、
コ

ー
ン
ス
タ
ー
チ
と
い
う
粉
が
あ
る
わ
け

で
す
わ
。
そ
の
時
分
は
、
コ
ー
ン
ス
タ

ー
チ
の
用
途
な
ん
て
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
に
、
な
ん
で
う
ち
の
家
が
扱
っ
て
い

た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
菓
子
屋
用
だ

っ
た
ん
で
す
よ
ネ
。
そ
の
せ
い
で
、
コ

ー
ン
ス
タ
ー
チ
と
い
う
粉
の
名
前
と
フ

ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
と
か
ユ
ー
ハ
イ
ム
と

か
菓
子
屋
さ
ん
の
名
前
が
耳
に
残
っ
て

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
当
時
、
コ
ー

ン
ス
タ
ー
チ
の
用
途
と
い
え
ば
、
ワ
イ

シ
ャ
ツ
用
の
糊
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
。

一
同
ヘ
ェ
ー
ッ
。

石
阪
粉
の
こ
と
や
っ
た
ら
わ
り
と
詳

し
い
ん
で
す
よ
（
笑
）
。
絵
よ
り
詳
し
か

っ
た
り
し
て
（
爆
笑
）
。

柴
田
石
阪
先
生
の
絵
の
ム
ー
ド
い
う

の
は
洋
菓
子
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る

感
じ
が
し
ま
す
ね
。

新
井
そ
う
で
す
ネ
。
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
。
や
っ
ぱ
り
中
華
料
“
理
の
感
じ
じ

ゃ
な
い
（
笑
）
欧
風
の
、
つ
ま
り
は
洋

菓
子
の
イ
メ
ー
ジ
だ
よ
ネ
。

あ
の
ね
、
神
戸
の
文
化
っ
て
い
う
の

は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
文
化
な
ん
で
す
よ
。

朝
昼
晩
の
三
食
は
も
ち
ろ
ん
食
べ
な
き

ゃ
い
け
な
い
け
ど
、
で
も
、
そ
れ
に
つ

い
て
あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
も
い
い
よ

う
な
余
裕
の
あ
る
人
た
ち
、
そ
う
い
う

人
が
ど
こ
に
行
く
か
っ
て
い
う
と
、
や

っ
ぱ
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
お
金
と
時
間

を
か
け
よ
う
と
す
る
わ
け
で
す
。
洋
菓

子
と
い
う
の
は
、
ま
あ
、
お
茶
と
お
菜

鰯
耗

＃ 「
ド
レ
ミ
堂
に
行
き
た
い
ん
だ
け
ど
場

所
を
教
え
て
欲
し
い
」
っ
て
（
笑
）
そ

ナ
イ
シ
ョ
だ
」
（
笑
）
「
ど
う
し
て
も
行

き
た
け
れ
ば
神
戸
に
来
て
自
分
で
探
し

う
す
る
と
さ
「
あ
れ
は
存
在
し
な
い
」

な
ん
て
言
う
の
も
何
だ
か
相
手
を
傷
つ

け
る
よ
う
で
（
笑
）
だ
か
ら
「
あ
れ
は

翻
識
溌
禰
堀
盤
噌
鍵
識
軸
・
鰯
蝿
溌
酔
騨

蝋
詞
』

擁
錘
”
鍵

テ
ィ
ー
タ
イ
ム

シ
テ
ィ
ー

１
５７
１

i篭蕊駕

花
柳
い
ま
、
ぎ
よ
う
さ
ん
お
店
の
名

前
を
挙
げ
は
っ
た
け
ど
、
そ
れ
に
し
て

も
イ
ギ
リ
ス
は
入
っ
て
ま
せ
ん
ね
え
。

お
茶
だ
け
お
い
て
行
き
は
っ
た
ん
や
ろ

か
（
笑
）
。

柴
田
石
阪
先
生
は
神
戸
の
お
菓
子
に

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
？

石
阪
私
の
場
合
、
菓
子
屋
が
こ
ん
な

に
氾
濫
す
る
以
前
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
ネ
。
子
ど
も
時
分
の
印

象
で
す
け
ど
、
何
と
い
う
か
、
店
自
体

が
特
徴
的
な
顔
を
し
て
た
ね
。
私
と
こ

石坂春生さん花柳芳恵一子さん柴田なをさん 新井
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に
、
神
戸
の
お
菓
子
持
っ
て
い
く
と
「
こ

れ
お
い
し
い
の
よ
」
い
う
て
喜
ん
で
く

れ
る
か
ら
「
こ
れ
は
ハ
イ
ジ
の
よ
・
こ

れ
は
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
の
よ
」
（
笑
）

や
っ
ぱ
り
喜
ん
で
く
れ
は
っ
た
ら
嬉
し

い
し
。
神
戸
の
お
菓
子
は
お
い
し
い
っ

て
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ
が
っ
て
る
み
た

い
。新

井
イ
メ
ー
ジ
っ
て
い
う
か
伝
説
だ

ね
。
た
と
え
ぱ
さ
、
吉
田
茂
だ
っ
た
つ

け
、
毎
朝
、
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
の
パ

ン
を
神
戸
か
ら
運
ば
せ
た
－
そ
ん
な
話

の
せ
い
で
僕
も
ず
い
分
、
プ
ロ
イ
ン
ド

リ
ー
ブ
の
パ
ン
に
あ
こ
が
れ
た
も
の
。

東
京
に
も
お
い
し
い
店
は
あ
る
ん
だ
け

ど
、
そ
ん
な
ふ
う
な
伝
説
が
な
い
ん
だ

ね
。石

阪
伝
統
か
ら
伝
説
に
変
わ
っ
て
き

た
ね
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ん
か
も
、
伝

統
的
に
考
え
た
ら
、
他
の
土
地
と
比
べ

て
そ
れ
ほ
ど
基
盤
が
強
い
わ
け
や
な
い

の
に
、
今
や
、
神
戸
の
洋
服
い
う
た
ら

伝
説
化
し
て
る
も
の
。

柴
田
神
戸
の
ケ
ー
キ
で
す
け
ど
、
味

が
平
均
し
て
る
、
と
い
う
か
、
水
準
が

高
い
で
す
ね
。
ど
こ
の
お
店
で
食
べ
て

も
ま
あ
、
水
準
以
上
に
お
い
し
い
で
し

よ
。
た
だ
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
味
だ

か
ら
、
も
う
少
し
変
わ
っ
た
ケ
ー
キ
な

5８
１

五
感
で
味
覚
を

感
じ
る
街

ん
か
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

石
阪
味
の
話
に
戻
っ
た
け
ど
、
あ
の

ね
、
人
間
て
い
う
の
は
視
覚
と
か
、
聴

覚
と
か
味
覚
と
か
五
感
が
あ
る
わ
ね
。

「
味
覚
」
と
い
う
言
葉
は
お
も
し
ろ
く

な
い
な
あ
。
〃
舌
覚
″
と
し
よ
う
か
。

あ
と
、
喚
覚
と
触
覚
か
。
そ
う
や
っ
て

五
感
が
揃
と
っ
て
も
、
人
間
て
い
う
の

は
ネ
、
目
だ
っ
て
耳
だ
っ
て
、
舌
だ
っ

て
そ
ん
な
に
不
変
の
確
実
さ
を
持
っ
て

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら

そ
こ
で
〃
環
境
″
と
い
う
の
が
大
事
に

な
る
わ
け
よ
。
ケ
ー
キ
を
〃
神
戸
で
食

べ
る
〃
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
、
さ
っ
き
言

っ
て
た
〃
伝
説
″
の
効
果
も
あ
る
し
、

空
気
も
き
れ
い
、
環
境
も
良
い
ｌ
こ
う

な
る
と
こ
れ
は
〃
舌
覚
″
を
非
常
に
冴

え
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
よ
・

新
井
そ
う
だ
ネ
。
洋
菓
子
の
味
も
環

●
●

境
か
ら
、
噸
洋
環
だ
な
（
笑
）
。
異
人

●館
と
も
い
う
け
ど
（
笑
）
。
そ
れ
は
、
ラ

イ
ン
の
館
の
あ
た
り
で
食
べ
れ
ば
、
ま

ず
環
境
が
も
の
を
い
う
、
と
い
う
か
、

何
が
出
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ

石
阪
だ
か
ら
ね
。
思
う
に
、
文
明
と

い
う
も
の
は
、
い
ま
や
〃
舌
覚
〃
を
滅

ぼ
し
か
け
て
る
。
で
ね
、
舌
覚
だ
け
だ

と
心
も
と
な
く
て
、
も
は
や
、
味
覚
Ⅱ

舌
覚
じ
ゃ
な
く
、
味
覚
と
い
う
も
の
は

五
感
全
部
を
総
動
員
し
て
感
じ
る
も
の

に
な
っ
て
き
て
る
よ
。

新
井
そ
う
す
る
と
、
ケ
ー
キ
そ
れ
自

体
が
甘
い
と
か
ど
う
と
か
い
う
の
は
問

子
で
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
て
、
だ
か

ら
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
む
余
裕
の

あ
る
人
で
な
い
と
洋
菓
子
な
ん
て
わ
か

ら
な
い
ん
で
す
よ
ネ
。
そ
れ
に
、
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
は
お

茶
や
お
菓
子
と
同
時
に
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
と
い
う
こ
と
で
し
よ
。
お
し
ゃ

べ
り
が
好
き
で
会
話
を
楽
し
め
る
ｌ
だ

か
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
も
多
く
な
る
わ
け
で

す
よ
（
笑
）
。
ち
ゃ
ん
と
神
戸
の
現
状
を

説
明
で
き
る
で
し
よ
（
笑
）
。

石
阪
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
文
化
論
か
。
お

も
し
ろ
い
ネ
。

新
井
お
菓
子
っ
て
い
う
の
は
も
と
も

と
ぜ
い
た
く
な
も
の
で
、
ま
ず
甘
い
っ

て
い
う
こ
と
が
大
事
な
わ
け
。
そ
れ
が
、

神
戸
の
菓
子
は
そ
の
甘
さ
を
抑
え
て
あ

る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
神
戸
の
菓
子

は
も
う
一
つ
輪
を
か
け
た
ぜ
い
た
く
だ

っ
て
気
が
す
る
な
あ
。

柴
田
神
戸
の
お
菓
子
っ
て
い
う
の
は

ハ
イ
カ
ラ
で
、
セ
ン
ス
が
あ
る
Ｉ
と
い

う
か
〃
ケ
ー
キ
″
っ
て
イ
メ
ー
ジ
で
す

ね
・
お
店
に
し
て
も
雰
囲
気
が
あ
る
し
、

た
と
え
ば
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
ん
か

も
外
人
の
お
ば
さ
ん
が
い
た
り
し
て
、

他
の
土
地
の
お
店
と
は
ち
ょ
っ
と
ム
ー

ド
が
違
う
で
し
ょ
う
。

花
柳
よ
そ
の
土
地
へ
の
お
土
産
に
、

ケ
ー
キ
な
ん
か
持
っ
て
行
く
で
し
ょ
・

お
菓
子
で
も
ケ
ー
キ
で
も
そ
う
や
け

ど
、
神
戸
や
っ
た
ら
ど
こ
の
お
店
の
で

も
大
喜
び
し
は
り
ま
す
ね
。
東
京
に
も

お
い
し
い
お
店
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
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風
土
が
フ
ー
ド
を

支
え
る
街

石
阪
い
つ
も
思
う
ん
だ
け
ど
、
情
報

過
多
の
時
代
の
せ
い
か
、
新
し
い
情
報

に
気
を
遣
い
す
ぎ
る
店
が
多
い
ね
。
食

べ
物
屋
と
い
う
の
は
、
流
れ
込
ん
で
く

る
情
報
に
敏
感
で
あ
る
必
要
は
な
い
し

そ
う
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

そ
う
い
う
情
報
は
耳
を
覆
っ
て
聞
か
な

い
よ
う
に
し
て
、
自
分
の
信
念
を
持
っ

て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
追
求
す
れ
ば

い
い
し
、
ま
た
は
、
昔
か
ら
の
味
を
、

ひ
た
す
ら
守
り
続
け
れ
ば
い
い
の
よ
・

つ
ん
ぼ
の
食
べ
物
屋
は
、
や
が
て
目

が
見
え
て
く
る
ｌ
い
つ
も
そ
う
思
い

題
じ
ゃ
な
い
わ
け
ね
。

石
阪
そ
う
。
問
題
じ
ゃ
な
い
わ
け
。

花
柳
神
戸
に
来
た
ら
、
そ
れ
を
ま
ず

空
気
に
感
じ
ま
す
よ
。

柴
田
東
京
か
ら
友
達
が
来
る
と
「
空

気
が
違
う
」
っ
て
い
い
ま
す
ね
。
何
て

い
う
か
「
西
海
岸
み
た
い
だ
」
（
笑
）

っ
て
。
坂
の
多
い
風
景
も
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
み
た
い
だ
し
、
異
人
館
な
ど
の

建
物
も
日
本
ぱ
な
れ
し
て
る
。
街
の
ム

ー
ド
が
本
当
に
ク
リ
ア
だ
し
、
水
も
お

い
し
い
、
空
気
も
お
い
し
い
。

石
阪
五
感
全
部
を
使
っ
て
そ
う
感
じ

る
わ
け
ね
。
五
感
時
代
か
。
神
戸
っ
て

い
う
の
は
本
当
に
五
感
を
満
た
し
て
く

れ
る
街
、
感
度
が
良
く
な
る
街
だ
ね
。

残
っ
て
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
育
て
て
、

支
え
て
来
た
人
た
ち
も
当
然
い
る
わ
け

で
す
よ
。
そ
う
い
う
人
た
ち
は
風
土
を

支
え
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
し
、
そ
う

い
う
人
の
い
る
風
土
が
、
食
べ
物
文
化

を
支
え
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

新
井
つ
ま
り
、
風
土
は
フ
ー
ド
を
支

え
て
る
ワ
ケ
だ
（
笑
）

石
阪
神
戸
と
い
う
街
で
食
べ
る
と
な

ぜ
お
い
し
い
の
か
、
と
い
う
と
舌
覚
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
五
感
全
部
を
使
っ
て
、

神
戸
の
風
土
を
食
べ
る
こ
と
だ
か
ら
、

そ
れ
で
お
い
し
い
わ
け
よ
。

新
井
五
感
を
す
べ
て
味
覚
に
捧
げ
る

（
笑
）
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
、
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
文
化
発
祥
の
地
（
笑
）
で
あ
る

神
戸
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
だ
ね
。
僕
は
、

東
京
に
も
、
大
阪
に
も
い
た
こ
と
が
あ

る
け
ど
、
あ
あ
い
う
忙
し
い
土
地
で

は
、
決
し
て
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
む

余
裕
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
だ
か
ら
、

「
忙
し
い
、
忙
し
い
」
と
日
ご
ろ
口
に

し
て
る
人
は
、
神
戸
に
来
た
ら
、
自
分

が
い
か
に
煩
雑
な
日
々
を
送
っ
て
い
る

か
を
反
省
し
て
欲
し
い
（
笑
）
。
〃
忙
″

と
い
う
字
の
り
っ
し
ん
べ
ん
は
「
心
」

と
い
う
意
味
で
、
だ
か
ら
〃
忙
し
い
〃

と
、
心
が
亡
ぶ
わ
け
（
笑
）
。
多
忙
く

ら
い
な
ら
ま
だ
い
い
け
ど
、
「
忙
殺
」

と
な
る
と
殺
さ
れ
ち
ゃ
う
わ
け
よ
（
笑
）

だ
か
ら
僕
は
、
口
が
裂
け
て
も
「
忙
し

い
」
な
ん
て
言
い
た
く
な
い
な
（
笑
）

神
戸
っ
て
い
う
の
は
〃
忙
″
を
忘
却
さ

せ
る
街
だ
よ
（
笑
）
。
（
お
可
川
に
て
）

ま
す
ね
。

花
柳
あ
の
、
か
い
や
の
か
ま
ぼ
こ
な

ん
か
も
ネ
、
ほ
ん
ま
、
頑
固
に
、
自
分

と
こ
の
味
を
守
っ
て
は
る
、
い
う
感
じ

で
ね
。

石
阪
そ
う
ね
。
あ
の
人
な
ん
か
見
て

る
と
同
じ
兵
庫
の
人
間
と
し
て
嬉
し
い

ね
。
〃
こ
れ
し
か
な
い
″
い
う
感
じ
で
、

自
分
と
こ
の
味
を
守
り
続
け
て
る
。
信

念
を
感
じ
さ
せ
る
ね
。
あ
の
人
は
賞
め

た
い
ね
え
・

新
井
伝
説
が
も
う
で
き
ち
ゃ
っ
て
る

わ
け
だ
ね
。
や
っ
ぱ
り
こ
れ
か
ら
の
食

べ
物
屋
さ
ん
は
、
伝
説
に
な
る
よ
う
じ

ゃ
な
い
と
い
け
な
い
。
神
戸
は
食
べ
物

が
伝
説
に
な
る
街
だ
ね
。

石
阪
そ
う
。
そ
う
や
っ
て
、
老
舗
と

い
わ
れ
る
店
に
な
っ
て
、
伝
説
が
で
き

て
、
そ
れ
が
ど
の
ぐ
ら
い
続
く
か
っ
て

い
う
こ
と
。
そ
れ
が
文
明
と
対
決
し
て

る
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か

ら
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
す
べ
て
な
く

な
っ
て
し
ま
う
時
は
、
逆
に
い
う
と
、

完
全
に
文
明
化
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
実
は
、

何
も
か
も
が
全
く
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
と
同
じ
で
し
ょ
う
。

花
柳
ま
だ
残
っ
て
ま
す
よ
ね
。
今
の

と
こ
ろ
は
。

石
阪
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
伝
説
が
ま

だ
残
っ
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ

〃
人
間
″
が
存
在
し
て
る
っ
て
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
ね
。
神
戸
も
そ
う
だ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
、
そ
う
い
う
店
は

〃

１
５９
１
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鰹灘駕競
鞠醗

蕊驚擢議驚瀧蕊議# 議蕊溌蕊溌篭鐙
繁劇繊騨議蕊灘躍蕊霧議驚鍵瀧声灘譲
灘蕊議蕊灘講蕊鵜麟灘る藤: 蕊; 灘1 灘難§
繋議蕊譲灘驚篭議溌溌避溌蕊議譲蕊蕊

日到醗顎暫唾唖唖宅＆函

# ' １－j 崎星這鬼外
園本社・工場・熊内店神戸市中央区熊内町１－８( 南蛮美術館東隣) 、2 2 1 -1164
田三宮センター店・さんちか店。 大丸・そごう・阪急・神戸デパート・元町店

1 1 月２１日、阪急三宮駅西口に

レストランとカフエテラス

①１ＦＣｏｎｅｅ＆Ｏａｋｅ

ＴＥＲＲＡＣＥＫＯＴ平ＵＫｌ
●２ＦC o f f e e ＆R e s t r a n t

ＳＴ正, 』I ｖＩＢＯ４Ｔ

神戸市中央区北長狭通１丁目９番１号
電話0 7 8 - 3 9 1 - 8 6 8 1

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m




